
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  令和元年５月８日 

学校名  福井市豊小学校    

校長氏名 福本 ゆうみ     

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 豊地区の環境、地球環境について学習します。 

② 学校での節電、節水に努めます。 

③ 地域と連携して、資源回収等、リサイクル活動に努めます。 

２ 取組内容 

① 総合的な学習の時間を使った環境学習 

・５学年を中心に、豊地区の環境問題についての調査を行い、異常気象を起因とした水

害や雪害に対して豊地区の環境をより良くしていく方法を考え、町作りのアイディア

や心構えがもてるようにしていきます。またそれらを下学年に伝えたり、地域へ発信

したりしていきます。 

② 節電・節水の取り組み 

・環境委員会の活動として、校舎内の見回りを行い、節電、節水がなされているかを調

べ、結果発表をし、校内に節電、節水を呼びかけていきます。 

③ 地域と連携しての分別回収、清掃活動 

・新聞・雑誌等古紙の回収を豊教育振興会や地域と連携して実施します（年２回）。また

学校の取組として、環境委員会が中心になり、毎月１回アルミ缶回収を行います。夏

季休業中には親子で参加する、学校清掃を実施します。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載してください。） 

③の、年２回行われる資源回収、毎月１回のアルミ缶回収、親子での学校清掃活動を通じ

て、自分の仕事に責任をもち、地域の様々な人との関わりや協力を大切にしながら、主体的

に取り組もうとする態度を養う（つながりを尊重する態度・進んで参加する態度）。 



様式第２号                                                 （提出日）令和 ２年 １月３１日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  

福井市豊小学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 豊地区の環境、地球環境について学習します。 

② 学校での節電、節水に努めます。 

③ 地域と連携して、資源回収等、リサイクル活動に努めま

す。 

２ 取組内容 

① 環境学習 

・地域から外部講師を招き、豊校区にある狐川の水質と生物を調べ、自分たちの身近に 

ある川はきれいな川なのかどうか調べた。 

・水質、生物調査以外でも、狐川の歴史を調べるなど「校区にある素敵なところ」とし 

ての価値付けをしていった。 

   

 

② 地域と連携した環境整備活動 

・地域の方々と一緒に、校庭のすぐ横にある八幡山の麓の草刈りをした。 

・4年生の児童がそこに関わり、一緒に作業をした。 

   

 

 

 

 

 

 



 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

①について、生き物はその周辺の環境と生物と関わり合いながら生きていることを学び、自

分たちの校区にある川はきれいなものなのか（蛍が住めるくらいの）を調べ、そこからさら

に調査・提案をみんなで考えることができた。 

 

３ 

見
直
し 

 【具体的効果】 

① 児童の中で校区の川を大切にしていこう、きれいにしていこうという意識が芽生

え始めた。 

② 自分たちの学校をきれいにして帰属意識を高めるとともに、地域の方への感謝の

気持ちをもつことができた。 

【改善点】 

・地域の環境に対し自分たちができることを考え、提言していくことは時間がかか

る。じっくり取り組んでいきたい。 

・地域の方の協力なくしてこれらの取り組みは難しい。しかし、担任をしながら地域

の方と細かく打ち合わせをしていくことは、大変な作業だと感じた。地域と学校を

つなぐコーディネーター役の方がいて、その人が大筋を決めるところまでできれば

なおよいと感じた。 


